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	   報 告 者
	クラブ　江の島ヨットクラブジュニア　学年9　氏名　神原　龍太郎　　    

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	気温；38～40ぐらい、
水温；温かい

ウエア；Tシャツ、短パン、

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風；左にシフトする感じがある。
潮；かなりキツイ潮で、日本では滅多にないかな？

	　セッティングで

注意したこと
	波が細かかったのでパワーのあるセットを心がけた。

	　セーリングで

　注意したこと


	風がなく自分は重いのでスピードを常に維持するようにした。


	　海上で練習した

こと
	潮が強いときの走らせ方

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	特に問題は無かったと思う。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	海外のセーラーよりもトップスピードにする時間が遅く頭を余り出せれなかった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	スタートが上手くいかず有利サイドによせて行けなかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	ちょっとしたミスの量

	　国内の練習で

　役立ったこと


	マーク回航の練習

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート練習

	　印象に残った

外国選手は？

　
	シンガポールの選手達

	　今後の課題と

　目標は？
	今後の課題；スタートの技術を高めていくこと
目標；次の海外遠征では落ち着いて物事をやって行くこと

	　ＪＯＤＡへの要望
	特にありません

	　

その他


	海外の選手とメールすると楽しいし自分にも力がつくので、メールアドレスの交換はした方がいいと思いました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

